
 

 

ＤＴＭＦステーション ＴＫ－９６００  使用説明書 

■概要 

◇本ユニットは無線や電話回線を使用し、無人設備の各種遠隔制御を実現するＤＴＭＦステーション（ＤＴＭＦエンコーダ

ー＆ＤＴＭＦデコーダー）です。 

メモリー機能付きＤＴＭＦエンコーダーと多機能ＤＴＭＦデコーダーの単独使用も可能です。 

◇暗証コードに加えチェックコードとスクランブル（本ユニットが、自動的に乱数テーブルを使用し毎回異なった暗証コード

で通信する）機能を使用することにより、制御データの安全性を確保します。 

◇有線や無線を使用した動態表示器への応用を、高い信頼性を維持しながら低価格に実現できます。 

◇各種センサーと無線機を組み合わせることで、自動車等の状態監視（盗難や悪戯報知）に利用できます。 

◇無線機と電話回線制御ユニット（ＴＫ－９６９０）を組み合わせることにより、フォーンパッチ（無線電話）に利用できます。 

■特長 
◇広範囲な電源電圧（ＤＣ５Ｖ～ＤＣ２４Ｖ）で動作可能です。 

◇小型設計（９０ｍｍ×６０ｍｍ）です。 

◇各種動作設定とエンコーダメモリーを、ＥＥＰＲＯＭ（電気的消去可能な不揮発性メモリー）により、半永久的に保存でき

ます。 

◇３桁の暗証コードと１回路のリレー内蔵によりコードスケルチ運用が可能です。 

◇８回路（０１～０８）の制御出力（オープンコレクタ）を内蔵しています。 

外部に８回路シリアル通信式リレーボード（ＴＫ－９６１０ＳＩ）を複数接続することにより最大６４回路の制御が可能です。 

◇４回路の専用入力（全出力強制クリア入力、０７＆０８出力強制セット入力、Ｂｕｓｙ入力、暗証コード無効入力）を内蔵して

います。 

◇８回路（８１～８８）の制御入力（入力の状態監視に加えて、０１～０８出力の個別クリアが可能）を内蔵しています。 

また、８１～８４入力は８ビットＡ／Ｄコンバータによる電圧比較が可能です。 

■仕様 
◇使用電源電圧範囲  ・・・・・・・・・・・・・・・ ＤＣ５Ｖ～ＤＣ２４Ｖ 

◇標準消費電流  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４０ｍＡ 

◇標準送信信号出力  ・・・・・・・・・・・・・・・ ０ｄＢｍ 

◇受信信号検出感度  ・・・・・・・・・・・・・・・ －４０ｄＢｍ～＋１ｄＢｍ 

◇送信信号出力インピーダンス  ・・・・・・・ 約１０ＫΩ 

◇受信信号入力インピーダンス  ・・・・・・・ 約６００Ω 

◇１回路リレー出力  ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２Ａ（ＤＣ３０Ｖ） 

◇８回路制御出力（オープンコレクタ）  ・・ 耐圧ＤＣ２４Ｖ １００ｍＡ定格 ５００ｍＡ最大 

◇４回路専用入力（プルアップ）抵抗  ・・・ ３．３ＫΩ 

◇８回路制御入力（プルダウン）抵抗  ・・・ １３．３ＫΩ 

■付属品 

  使用説明書 ×１、 スペーサー ×４、  コネクタハウジング ×５、 コネクタコンタクト ×４０ 

■ユニット外観 
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【図１】 



 

 

■ロータリースイッチについて 

【図１】に示すＳＷ１～ＳＷ４のロータリースイッチは、比較的変更頻度の高いと思われる、ＤＴＭＦデコーダー側の設定を中

心に、暗証コードや各種動作の設定を行うスイッチです。以下に各スイッチについて説明します。 

 

 ◆ＳＷ１～ＳＷ３ 

ＤＴＭＦデコーダー用暗証コード設定スイッチです。ＳＷ１が最上位桁で、３桁までの暗証コードが設定可能です。 

上位桁が０に設定された暗証コード０入力は省略が可能で、設定０～９、Ａ～ＤはＤＴＭＦ信号の[０]～[９]、[Ａ]～[Ｄ]と

合致していますが、設定ＥはＤＴＭＦ信号の [＊] 、設定ＦはＤＴＭＦ信号の [＃] となります。 

  注）ＳＷ４の設定や、ＣＮ２の 7 番ピンの入力状態によって暗証コードが無効になる場合があります。 

 

 ◆ＳＷ４ 

ＤＴＭＦデコーダーを中心に、各種動作の設定を行うスイッチです。 

【表１－１】に動作概要を示します。詳細については、各動作説明の項を参照して下さい。 

 

 

 

【表１－１】ＳＷ４の設定 

位置 

№ 
動   作   概   要 

0 
ＤＴＭＦ信号 [１] ～ [８] に対応して０１～０８制御出力がＯＮ、ＤＴＭＦ信号 [９]、[０]、[＊]、[＃]、[Ａ] ～ [Ｄ] に対応して 

１１～１８制御出力が一時的にＯＮする動作 

1 ＤＴＭＦ信号 [９]、[０]、[＊]、[＃]、[Ａ] ～ [Ｄ] に対応して０１～０８制御出力が一時的にＯＮする動作 

2 ＤＴＭＦ信号 [１] ～ [５]、[０]、[＊]、[＃] に対応して０１～０８制御出力が一時的にＯＮする動作 

3 ＤＴＭＦ信号 [２]、[４]、[６]、[８]、[５]、[０]、[＊]、[＃] に対応して０１～０８ 制御出力が一時にＯＮする動作 

4 
ＤＴＭＦ信号 [２]、[４]、[６]、[８]、[５] に対応して０１～０５制御出力が選択的にＯＮする動作と[０]、[＊]、[＃] に対応して 

０６～０８制御出力が一時的にＯＮする動作 

5 ＤＴＭＦ信号 [１] ～ [８] に対応して０１～０８制御出力が選択的にＯＮする動作 

6 
ＤＴＭＦ信号 [１] ～ [８] に対応して０１～０８制御出力がＯＮし、ＤＴＭＦ信号 [＃] によってのみ０１～０８制御出力がＯＦＦ

する動作 

7 
ＤＴＭＦ信号 [１] ～ [３] に対応して０１～０３制御出力がＯＮ／ＯＦＦする動作と、 

ＤＴＭＦ信号 [４] ～ [８] に対応して０４～０８制御出力が一時的にＯＮする動作 

8 
ＤＴＭＦ信号 [１] ～ [８] に対応して０１～０８制御出力がＯＮ／ＯＦＦする動作 

増設により、１１～７８（ｘ０、ｘ９を除く）制御出力のＯＮ／ＯＦＦが可能 

9 
ＤＴＭＦ信号 [１] ～ [８] に対応して０１～０８制御出力が一時的にＯＮや、ＯＮ／ＯＦＦする動作 

増設により、１１～７８（ｘ０、ｘ９を除く）制御出力を一時的にＯＮや、ＯＮ／ＯＦＦが可能 

A 設定№９を基に０４～０８制御出力のみを状態監視関係出力に割り当てる動作 

B 
ＤＴＭＦ信号にチェックコードを加えて、制御出力を一時的にＯＮや、ＯＮ／ＯＦＦする動作 

増設により、１１～７８（ｘ０、ｘ９を除く）制御出力を一時的にＯＮや、ＯＮ／ＯＦＦが可能 

C ＳＷ１に０１～０８制御出力、ＳＷ２に１１～１８制御出力、ＳＷ３に２１～２８制御出力の動作設定№０～９を割り当てる動作 

D 電話回線制御ユニット（ＴＫ－９６９０）と組み合わせてフォーンパッチ（無線電話）を行う動作 

E 毎回、異なった暗証コードで各制御出力を一時的にＯＮや、ＯＮ／ＯＦＦするスクランブル動作 

F ＤＴＭＦエンコーダーを中心に、各種動作の設定記憶を行う動作 

 



 

 

■コネクタについて 

【図１】に示すように、本ユニットは各種信号が扱いやすいように整理され複数のコネクタに分けられています。 

以下に各コネクタについての詳細を示します。 

 

◆ＣＮ１ ８回路制御入力 

ピン№ 信号名 単独入力選択時の機能 マトリクス入力選択時の機能 

1 ＤＣ５Ｖ出力 ＯＮしたい制御入力（８１～８８）に接続します   

2 ８１制御入力 状態監視＋０１制御出力クリア （電圧比較入力） [Ａ]、[Ｂ]、[Ｃ]、[Ｄ]  列入力 （ＣＯＬ４） 

3 ８２制御入力 状態監視＋０２制御出力クリア （電圧比較入力） [３]、[６]、[９]、[＃]  列入力 （ＣＯＬ３） 

4 ８３制御入力 状態監視＋０３制御出力クリア （電圧比較入力） [２]、[５]、[８]、[０]   列入力 （ＣＯＬ２） 

5 ８４制御入力 状態監視＋０４制御出力クリア （電圧比較入力） [１]、[４]、[７]、[＊]  列入力 （ＣＯＬ１） 

6 ８５制御入力 状態監視＋０５制御出力クリア （ロジック入力）  [＊]、[０]、[＃]、[Ｄ] 列入力 （ＲＯＷ４） 

7 ８６制御入力 状態監視＋０６制御出力クリア （ロジック入力）  [７]、[８]、[９]、[Ｃ]  列入力 （ＲＯＷ３） 

8 ８７制御入力 状態監視＋０７制御出力クリア （ロジック入力）  [４]、[５]、[６]、[Ｂ]  列入力 （ＲＯＷ２） 

9 ８８制御入力 状態監視＋０８制御出力クリア （ロジック入力）  [１]、[２]、[３]、[Ａ]  列入力 （ＲＯＷ１） 

10 ＧＮＤ   

 

◆ＣＮ２ １回路リレー・４回路専用制御入力 

ピン№ 信号名 代表的な機能 

1 リレーＢ接点 

2 リレーコモン 

3 リレーＡ接点 

コードスケルチモード時、暗証コードが一致するとＯＮとなり、５秒間操作しなけれ

ばＯＦＦとなります、又、暗証コード解除入力間ＯＮとなります 

暗証コードモード時、エンコーダー出力間のみＯＮとなります 

4 オールリセット入力 ＧＮＤとの接続により全ての制御出力をＯＦＦにします 

5 ０７＆０８強制出力 ＧＮＤとの接続により０７・０８制御出力をＯＮにします 

6 Ｂｕｓｙ入力 ＧＮＤとの接続によりエンコーダー出力を禁止します 

7 暗証コード解除入力 ＧＮＤとの接続により暗証コードを無効にします 

 

◆ＣＮ３ ８回路制御出力 

ピン№ 信号名 用       途 

1 ダイオードコモン  ０１～０８制御出力に接続するリレーの電源に接続します  

2 ０１制御出力 トランジスターのオープンコレクタ出力で、ＯＮ時ＧＮＤレベルとなります  

3 ０２制御出力 トランジスターのオープンコレクタ出力で、ＯＮ時ＧＮＤレベルとなります  

4 ０３制御出力 トランジスターのオープンコレクタ出力で、ＯＮ時ＧＮＤレベルとなります  

5 ０４制御出力 トランジスターのオープンコレクタ出力で、ＯＮ時ＧＮＤレベルとなります  

6 ０５制御出力 トランジスターのオープンコレクタ出力で、ＯＮ時ＧＮＤレベルとなります  

7 ０６制御出力 トランジスターのオープンコレクタ出力で、ＯＮ時ＧＮＤレベルとなります  

8 ０７制御出力 トランジスターのオープンコレクタ出力で、ＯＮ時ＧＮＤレベルとなります  

9 ０８制御出力 トランジスターのオープンコレクタ出力で、ＯＮ時ＧＮＤレベルとなります  

10 ＧＮＤ  

 



 

 

◆ＣＮ４ 増設制御出力（シリアル） 

ピン№ 信号名 用       途 

１ 電源出力 

２ ラッチ出力 

３ クロック出力 

４ データ出力 

５ ＧＮＤ 

シリアル通信式リレーボード（ＴＫ－９６１０ＳＩ）を最高７枚接続できます 

各リレーボードは、ＣＮ４に接続されたリレーボードから順番に、１１～１８制御出力、

２１～２８制御出力、３１～３８制御出力、４１～４８制御出力、５１～５８制御出力、６１

～６８制御出力、７１～７８制御出力となります 

 

◆ＣＮ５ 電源・ＤＴＭＦ信号入出力 

ピン№ 信号名 用       途 

１ 電源入力 

２ ＧＮＤ 
ＤＣ５Ｖ～ＤＣ２４Ｖを接続します 

３ 無接続 使用しません 

４ ＤＴＭＦ信号入力 

５ ＧＮＤ 
自動着信ユニット（ＴＫ－９６９０）や無線機の外部スピーカー端子に接続します 

６ 無接続 使用しません 

７ ＧＮＤ 

８ ＤＴＭＦ信号出力 
自動着信ユニット（ＴＫ－９６９０）や無線機のマイク端子に接続します 

注）ＳＷ４の設定により上記の機能、用途とは異なった使用をする場合があります。変更箇所については、各動作設の

項を参照して下さい。 

 

 

 

■発光ダイオード（リレーモニタ用）について 

 【図１】に示すＬＥＤは１回路リレーのモニター用で、リレーがＯＮしている間点灯します。 

 

 

■ジャンパーについて 

【図１】に示す、ＪＰ１、ＪＰ２のジャンパーは特殊なもので、特に使用目的はありません。 

説明書の上では、図の通りになっているとして説明されています。以下に、詳細を示します。 

 

◆ＪＰ１ 

ＣＮ５のＤＴＭＦ信号入出力のピン番号を逆にする為のジャンパーです。横のジャンパーを縦に組み替えることにより４

番ピンがＤＴＭＦ信号出力になり、８番ピンがＤＴＭＦ信号入力となります。 

◆ＪＰ２ 

ＥＥＰＲＯＭのアドレス切り換えを行うためのジャンパーです。ジャンパーを上側に組み替えることにより、本ユニットは

動作不能となります。 



 

 

 

■全制御出力強制クリア ・ ０１～０８制御出力個別クリア機能について 

本ユニットは、全制御出力を強制的にＯＦＦにする全制御出力強制クリア入力と、０１～０８制御出力を個別にＯＦＦにす

る０１～０８制御出力個別クリア入力を備えています。 

各入力は、ＧＮＤに接続することにより動作しますが、ＳＷ４が№Ｄ（フォーンパッチ機能）の場合は、各入力の用途が変

わるためクリア動作は禁止されます。又、ＳＷ４が№Ｆにより全制御出力強制クリアに約０．１秒～約２９０秒のディレイタイ

ムを設けたり、０１～０８制御出力個別クリアを禁止することが可能です。 

 

 

 

■Ｂｕｓｙ入力について 

本ユニットは無線機で使用する場合に混信を避けるため、Ｂｕｓｙ入力によって電波が使用されているか否かを判断し、

エンコーダー機能のウエイト（送信状態に切り換える動作の待機）動作を行うことが可能です。 

この入力はＧＮＤに接続することによりウエイト動作を行いますが、５秒以上ウエイトがかかるとエンコーダーはＳＷ４が№

Ｅを除いてＤＴＭＦ信号送信動作を中止しますので注意が必要です。ＳＷ４が№Ｅ（スクランブル動作）の場合のみ、３回

までリトライ動作を行います。 

 

 

■エンコーダー機能について 

本ユニットはエンコーダーメモリとして、２８桁×１６チャンネルをＥＥＰＲＯＭ（電気的消去可能な不揮発性メモリ）により半

永久的に保存できます。ただエンコーダーメモリ機能と制御入力状態監視機能との併用は出来ませんので、ＳＷ４が№

Ｆにより選択し使用します。 

エンコーダーメモリ機能を使用する場合は、ＣＮ１にマトリクスの押しボタンを取り付けＳＷ４が№Ｆによりそれぞれ、エンコ

ーダーメモリ動作、制御入力マトリクス動作、各押しボタンの番号メモリを設定する必要があります。 

制御入力状態監視機能を使用する場合は、ＳＷ４が№Ｆによりそれぞれ制御入力単独入力動作、制御入力状態自動ア

ンサーバック動作、各制御入力のＯＮ状態メモリ、各制御入力のＯＦＦ状態メモリを設定する必要があります。 

これらの機能を、交互通話（シンプレックス）型の無線機で使用する場合は、送信（ＰＴＴ）制御が必要なために送受信の

切り換え時間程エンコーダーの出力をウエイトする必要があります。従って、ＳＷ４が№Ｆによりエンコーダーウエイト動作

を選択し必要に応じてＢｕｓｙ入力ウエイトやＤＴＭＦ信号送信ウエイトを設定します。 

 

 

■アンサーバック機能について 
本ユニットはＤＴＭＦエンコーダーによるアンサーバック機能があり、現在の制御入出力のＯＮ／ＯＦＦ状態や状態変化

を検出しアンサーバックすることが可能な動作設定があります。 

ただし無線機で使用する場合は送信制御が必要なため、ＳＷ４が№Ｆにより暗証コード動作を設定するかコードスケル

チ動作を設定した場合はＳＷ４が№Ａで使用してください。 

本ユニットではＤＴＭＦ信号をアンサーバックしますので、８１～８８制御入力の状態変化で、別のＤＴＭＦデコーダーの

ＯＮ／ＯＦＦ制御を行うことが可能です。この機能により、従来のＤＴＭＦ信号を待つ動作に加えＤＴＭＦ信号を送り、確

認動作や機器の連動等、ＤＴＭＦの使用範囲が大きく広がります。 

 



 

 

■ＳＷ４が №０ （一時動作）について 

有効なＤＴＭＦ信号が入力されている間のみ制御出力がＯＮします。【表２－１】に、そのようすを示します。 

 

【表２－１】 №０ における制御出力の動作 

ＤＴＭＦ信号入力 動作する制御出力

[１] が入力されている間のみ ０１制御出力がＯＮ 

[２] が入力されている間のみ ０２制御出力がＯＮ 

[３] が入力されている間のみ ０３制御出力がＯＮ 

[４] が入力されている間のみ ０４制御出力がＯＮ 

[５] が入力されている間のみ ０５制御出力がＯＮ 

[６] が入力されている間のみ ０６制御出力がＯＮ 

[７] が入力されている間のみ ０７制御出力がＯＮ 

[８] が入力されている間のみ ０８制御出力がＯＮ 

[９] が入力されている間のみ １１制御出力がＯＮ 

[０] が入力されている間のみ １２制御出力がＯＮ 

[＊] が入力されている間のみ １３制御出力がＯＮ 

[＃] が入力されている間のみ １４制御出力がＯＮ 

[Ａ] が入力されている間のみ １５制御出力がＯＮ 

[Ｂ] が入力されている間のみ １６制御出力がＯＮ 

[Ｃ] が入力されている間のみ １７制御出力がＯＮ 

[Ｄ] が入力されている間のみ １８制御出力がＯＮ 

注）１１～１８制御出力には、シリアル通信式リレーボード（ＴＫ－９６１０ＳＩ）が必要です。 

この設定で増設できるリレーボードは１枚だけです。 

 

 

 

■ＳＷ４が №１ （一時動作）について 

有効なＤＴＭＦ信号が入力されている間のみ、制御出力がＯＮします。【表２－２】に、そのようすを示します。 

 

 【表２－２】 №１ における制御出力の動作 

ＤＴＭＦ信号入力 動作する制御出力 

[９] が入力されている間のみ  ０１制御出力がＯＮ  

[０] が入力されている間のみ  ０２制御出力がＯＮ  

[＊] が入力されている間のみ ０３制御出力がＯＮ  

[＃] が入力されている間のみ ０４制御出力がＯＮ  

[Ａ] が入力されている間のみ ０５制御出力がＯＮ  

[Ｂ] が入力されている間のみ  ０６制御出力がＯＮ  

[Ｃ] が入力されている間のみ  ０７制御出力がＯＮ  

[Ｄ] が入力されている間のみ ０８制御出力がＯＮ  

注）この設定では、シリアル通信式リレーボードは増設できません。 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

OFF    ON    OFF 

OFF    ON    OFF 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力

OFF    ON    OFF 

OFF    ON    OFF 

有効キー 

1 2 3 A 

4 5 6 B 

7 8 9 C 

＊ 0 ＃ D 

 

有効キー 

1 2 3 A 

4 5 6 B 

7 8 9 C 

＊ 0 ＃ D 

 



 

 

■ＳＷ４が №２ （一時動作）について 

有効なＤＴＭＦ信号が入力されている間のみ、制御出力がＯＮします。【表２－３】に、そのようすを示します。 

 

【表２－３】 №２ における制御出力の動作 

ＤＴＭＦ信号入力 動作する制御出力

[１] が入力されている間のみ  ０１制御出力がＯＮ  

[２] が入力されている間のみ  ０２制御出力がＯＮ  

[３] が入力されている間のみ  ０３制御出力がＯＮ  

[４] が入力されている間のみ  ０４制御出力がＯＮ  

[５] が入力されている間のみ  ０５制御出力がＯＮ  

[０] が入力されている間のみ  ０６制御出力がＯＮ  

[＊] が入力されている間のみ ０７制御出力がＯＮ  

[＃] が入力されている間のみ ０８制御出力がＯＮ  

注）この設定では、シリアル通信式リレーボードは増設できません。 

 

 
 

■ＳＷ４が №３ （一時動作）について 

有効なＤＴＭＦ信号が入力されている間のみ、制御出力がＯＮします。【表２－４】に、そのようすを示します。 

 

【表２－４】 №３ における制御出力の動作 

ＤＴＭＦ信号入力 動作する制御出力

[２] が入力されている間のみ  ０１制御出力がＯＮ  

[４] が入力されている間のみ  ０２制御出力がＯＮ  

[６] が入力されている間のみ  ０３制御出力がＯＮ  

[８] が入力されている間のみ  ０４制御出力がＯＮ  

[５] が入力されている間のみ  ０５制御出力がＯＮ  

[０] が入力されている間のみ  ０６制御出力がＯＮ  

[＊] が入力されている間のみ ０７制御出力がＯＮ  

[＃] が入力されている間のみ ０８制御出力がＯＮ  

注）この設定では、シリアル通信式リレーボードは増設できません。 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

OFF    ON    OFF 

OFF    ON    OFF 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

OFF    ON    OFF 

OFF    ON    OFF 

有効キー 

1 2 3 A 

4 5 6 B 

7 8 9 C 

＊ 0 ＃ D 

 

有効キー 

1 2 3 A 

4 5 6 B 

7 8 9 C 

＊ 0 ＃ D 

 



 

 

 

■ＳＷ４が №４ （選択・一時動作）について 

０１～０５制御出力については、有効なＤＴＭＦ信号が入力されると制御出力がＯＮし、有効かつ対応するＤＴＭＦ信号

以外が入力されると制御出力がＯＦＦします。又、０６～０８制御出力については、有効なＤＴＭＦ信号が入力されている

間のみ制御出力がＯＮします。【表２－５】に、そのようすを示します。 

 

【表２－５】 №４ における制御出力の動作 

ＤＴＭＦ信号入力 動作する制御出力

[２] の入力  ０１制御出力がＯＮ 

[４] の入力  ０２制御出力がＯＮ 

[６] の入力  ０３制御出力がＯＮ 

[８] の入力  ０４制御出力がＯＮ 

[５] の入力  ０５制御出力がＯＮ 

[０] が入力されている間のみ  ０６制御出力がＯＮ  

[＊] が入力されている間のみ ０７制御出力がＯＮ  

[＃] が入力されている間のみ ０８制御出力がＯＮ  

 

注）この設定では、シリアル通信式リレーボードは増設できません。 

 
 

 

 
 

■ＳＷ４が №５ （選択動作）について 

有効なＤＴＭＦ信号が入力されると制御出力がＯＮし、有効かつ対応するＤＴＭＦ信号以外が入力されると制御出力が

ＯＦＦします。【表２－６】に、そのようすを示します。 

 

  【表２－６】 №５ における制御出力の動作 

ＤＴＭＦ信号入力 動作する制御出力 

[１] の入力  ０１制御出力がＯＮ 

[２] の入力  ０２制御出力がＯＮ 

[３] の入力  ０３制御出力がＯＮ 

[４] の入力  ０４制御出力がＯＮ 

[５] の入力  ０５制御出力がＯＮ 

[６] の入力  ０６制御出力がＯＮ 

[７] の入力  ０７制御出力がＯＮ 

[８] の入力  ０８制御出力がＯＮ 

注）この設定では、シリアル通信式リレーボードは増設できません。 

 

 
 

OFF    ON    OFF 

OFF    ON    OFF 

OFF    ON 

OFF    ON 

        OFF 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

その他の制御出力 

 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

 

◆０１～０５の制御出力 

◆０６～０８の制御出力 

OFF    ON 

OFF    ON 

        OFF 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

その他の制御出力 

有効キー 

1 2 3 A 

4 5 6 B 

7 8 9 C 

＊ 0 ＃ D 

 

有効キー 

1 2 3 A 

4 5 6 B 

7 8 9 C 

＊ 0 ＃ D 

 



 

 

■ＳＷ４が №６ （保持動作）について 

[＃] 以外の、有効なＤＴＭＦ信号が入力されると制御出力がＯＮし、有効なＤＴＭＦ信号[＃] が入力される全ての制御

出力がＯＦＦします。【表２－７】に、そのようすを示します。 

 

【表２－７】 №６ における制御出力の動作 

ＤＴＭＦ信号入力 動作する制御出力 

[１] の入力  ０１制御出力がＯＮ 

[２] の入力  ０２制御出力がＯＮ 

[３] の入力  ０３制御出力がＯＮ 

[４] の入力  ０４制御出力がＯＮ 

[５] の入力  ０５制御出力がＯＮ 

[６] の入力  ０６制御出力がＯＮ 

[７] の入力  ０７制御出力がＯＮ 

[８] の入力  ０８制御出力がＯＮ 

[＃] の入力  全制御出力がＯＦＦ 

 

注）この設定では、シリアル通信式リレーボードは増設できません。 

 

 

 

■ＳＷ４が №７ （ON/OFF ・ 一時動作）について 

０１～０３制御出力については、ON/OFF動作やON/OFF 状態を調べる（アンサーバック）動作が可能です。 

０４～０８制御出力については、一時的に制御出力をＯＮすることが可能です。【表２－８】に、そのようすを示します。 

 

対応する制御出力をＯＮする場合 ・・・・・・・・・・ 制御出力№ ＋ [＊] 

対応する制御出力をＯＦＦする場合 ・・・・・・・・・ 制御出力№ ＋ [＃] 

対応する制御入出力状態を調べる場合 ・・・・・ 制御出力№ ＋ [９] 

  制御出力№： [１] ～ [３] 

 

【表２－８】 №７ における制御出力の動作 

ＤＴＭＦ信号入力 動作する制御出力 

[１] [＊] の入力  ０１制御出力がＯＮ 

[１] [＃] の入力  ０１制御出力がＯＦＦ 

[２] [＊] の入力  ０２制御出力がＯＮ 

[２] [＃] の入力  ０２制御出力がＯＦＦ 

[３] [＊] の入力  ０３制御出力がＯＮ 

[３] [＃] の入力  ０３制御出力がＯＦＦ 

[４] の入力間のみ  ０４制御出力がＯＮ 

[５] の入力間のみ  ０５制御出力がＯＮ 

[６] の入力間のみ  ０６制御出力がＯＮ 

[７] の入力間のみ  ０７制御出力がＯＮ 

[８] の入力間のみ  ０８制御出力がＯＮ 

 

 

 

[＃]以外のＤＴＭＦ信号入力

対応する制御出力 

[＃]の入力 

全ての制御出力 

OFF    ON 

OFF    ON 

OFF    ON    OFF 

        OFF 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

 

 

OFF   ON 

   ON 

OFF   ON    OFF 

       OFF 

OFF   ON    OFF 

変化しない 

OFF   ON    OFF 

OFF   ON    OFF 

◆[＊]が入力された場合 

◆[４]～[８]のみの場合 

◆[＃]が入力された場合 

◆[９]が入力された場合 

有効キー 

1 2 3 A 

4 5 6 B 

7 8 9 C 

＊ 0 ＃ D 

 

有効キー 

1 2 3 A 

4 5 6 B 

7 8 9 C 

＊ 0 ＃ D 



 

 

■ＳＷ４が №８ （ON/OFF 動作）について 

制御出力のＯＮ／ＯＦＦ動作やＯＮ／ＯＦＦ状態を調べる（アンサーバック）動作が可能です。 

以下に操作方法を示し、【表２－９】に各ＤＴＭＦ信号入力に対応して動作する制御出力を示します。 

 

対応する制御出力をＯＮする場合 ・・・・・・・・・・ ボード№＋ 制御出力№ ＋ [＊] 

対応する制御出力をＯＦＦする場合 ・・・・・・・・・ ボード№＋ 制御出力№ ＋ [＃] 

対応する制御入出力状態を調べる場合 ・・・・・ ボード№＋ 制御出力№ ＋ [９] 

ボード№  ： [０] ～ [７] （ [０] の場合のみ省略が可能です） 

制御出力№： [１] ～ [８] 

 

【表２－９】 №８ における制御出力の動作 

ＤＴＭＦ信号入力 動作する制御出力 

[０] [１] [＊] の入力  ０１制御出力がＯＮ 

[０] [１] [＃] の入力  ０１制御出力がＯＦＦ 

[０] [２] [＊] の入力  ０２制御出力がＯＮ 

[０] [２] [＃] の入力  ０２制御出力がＯＦＦ 

: 

: 

: 

: 

: 

: 

[７] [８] [＊] の入力  ７８制御出力がＯＮ 

[７] [８] [＃] の入力  ７８制御出力がＯＦＦ 

   

注）ＤＴＭＦ信号 [０] は省略可能です。例えば、０１制御出力をＯＮさせる 

場合は[１] [＊] で動作します。ボード№０以外でＯＮ／ＯＦＦ出力を取り 

出す場合は、シリアル通信式リレーボードが必要ですが、リレーボードが 

無い場合でも、内部的にＯＮ／ＯＦＦ制御や状態を調べることが可能です。 

リレーボード№は接続する順番で決まり、リレーボードは７枚まで接続が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

OFF     ON 

     ON 

OFF     ON     OFF 

         OFF 

OFF     ON     OFF 

変化しない 

◆[＊]が入力された場合 

◆[＃]が入力された場合 

◆[９]が入力された場合 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

有効キー 

1 2 3 A 

4 5 6 B 

7 8 9 C 

＊ 0 ＃ D 



 

 

■ＳＷ４が №９ （マルチ動作）について 

制御出力のＯＮ／ＯＦＦ動作やＯＮ／ＯＦＦ状態を調べる（アンサーバック）機能に加えて、一時的に制御出力をＯＮする

ことが可能です。 

以下に操作方法を示し、【表２－１０】に各ＤＴＭＦ信号入力に対応して動作する制御出力を示します。 

 

対応する制御出力をＯＮする場合 ・・・・・・・・・・ ボード№＋ 制御出力№ ＋ [＊] 

対応する制御出力をＯＦＦする場合 ・・・・・・・・・ ボード№＋ 制御出力№ ＋ [＃] 

対応する制御出力を一時的にＯＮする場合 ・・ ボード№＋ 制御出力№ ＋ [０] 

対応する制御入出力状態を調べる場合 ・・・・・ ボード№＋ 制御出力№ ＋ [９] 

ボード№  ： [０] ～ [７] （ [０] の場合のみ省略が可能です） 

制御出力№： [１] ～ [８] 

 

【表２－１０】 №９ における制御出力の動作  

ＤＴＭＦ信号入力 動作する制御出力 

[０] [１] [＊] の入力  ０１制御出力がＯＮ 

[０] [１] [＃] の入力  ０１制御出力がＯＦＦ 

[０] [１] [０] の入力間  ０１制御出力がＯＮ 

[０] [２] [＊] の入力  ０２制御出力がＯＮ 

[０] [２] [＃] の入力  ０２制御出力がＯＦＦ 

[０] [２] [０] の入力間  ０２制御出力がＯＮ 

: 

: 

: 

: 

: 

: 

[７] [８] [＊] の入力  ７８制御出力がＯＮ 

[７] [８] [＃] の入力  ７８制御出力がＯＦＦ 

[７] [８] [０] の入力間  ７８制御出力がＯＮ 

 

注）ＤＴＭＦ信号 [０] は省略可能です。例えば、０２制御出力をＯＮさせる場合は[２] [＊] で動作します。 

ボード№０以外でＯＮ／ＯＦＦ出力を取り出す場合はシリアル通信式リレーボードが必要ですが、リレーボードが無い

場合でも、内部的にＯＮ／ＯＦＦ制御や状態を調べることが可能です。 

リレーボード№は接続する順番でまり、リレーボードは７枚まで接続が可能です。 

  
 

■ＳＷ４が №Ａ について 

０１～０３、１１～７８（ｘ９、ｘ０を除く）制御出力についてはＳＷ４が№９と同じ動作になります。従って、この項では０４～０８

制御出力についてのみの説明とします。本ユニットは、ＤＴＭＦエンコーダーによるアンサーバック機能があり、現在の制

御入出力のＯＮ／ＯＦＦ状態や状態変化を検出しアンサーバックすることが可能です。この様な場合に、０４～０８制御

出力は、外部にＯＮ／ＯＦＦ状態に関する、いくつかの情報を出力します。 

  【表２－１１】に各制御出力の動作を示します。 

 

【表２－１１】 №Ａ における制御出力の動作 

制御出力 動          作 

０４制御出力 対応する制御入出力状態がＯＮの時ＯＮとなり、対応する制御入出力状態がＯＦＦの時ＯＦＦとなります  

０５制御出力 対応する制御入出力状態がＯＮの時のみ数十ミリ秒間ＯＮとなります  

０６制御出力 対応する制御入出力状態がＯＦＦの時のみ数十ミリ秒間ＯＮとなります  

０７制御出力 制御入力状態が変化した場合に、ＤＴＭＦエンコーダーによるアンサーバック期間中のみＯＮとなります  

０８制御出力 制御入出力状態を要求された場合に、ＤＴＭＦエンコーダーによるアンサーバック期間中のみＯＮとなります 
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    ON 

OFF    ON     OFF 

        OFF 

OFF    ON     OFF 

        ON     OFF 

OFF    ON     OFF 

変化しない 

◆[＊]が入力された場合 

◆[＃]が入力された場合 

◆[０]が入力された場合 

◆[９]が入力された場合 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

 

 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

 



 

 

■ＳＷ４が №Ｂ （チェックコード付きマルチ動作）について 

  制御出力のＯＮ／ＯＦＦ動作やＯＮ／ＯＦＦ状態を調べる（アンサーバック）機能に加えて、一時的に制御出力をＯＮ 

することが可能です。又チェックコードを付加しますのでミスタッチによる誤動作を高い確率で防止する事が出来ます。 

以下に操作方法を示し、【表２－１２】に各ＤＴＭＦ信号入力に対応して動作する制御出力を示します。 

 

対応する制御出力をＯＮする場合 ・・・・・・・・・・ チェックコード＋ボード№＋ 制御出力№ ＋ [＊] 

対応する制御出力をＯＦＦする場合 ・・・・・・・・・ チェックコード＋ボード№＋ 制御出力№ ＋ [＃] 

対応する制御出力を一時的にＯＮする場合 ・・ チェックコード＋ボード№＋ 制御出力№ ＋ [０] 

対応する制御入出力状態を調べる場合 ・・・・・ チェックコード＋ボード№＋ 制御出力№ ＋ [９] 

チェックコード ： 【表２－１３】に示す計算表を用いて、ボード№と制御出力№の交差する値を求め、その値に ＊、 

＃、０、９ の何れかが交差する値、例えばボード№０の制御出力№８をＯＮする場合、ボード№０と制御出力№８の交

差する値の２と、ＯＮする場合の＊が交差する値のＡがチェックコードとなります。 

ボード№  ： [０] ～ [７] （ [０] の場合のみ省略が可能です） 

制御出力№： [１] ～ [８] 

 

  【表２－１２】 №Ｂ における制御出力の動作 

ＤＴＭＦ信号入力 動作する制御出力 

[６] [０] [１] [＊]  ０１制御出力がＯＮ 

[７] [０] [１] [＃]  ０１制御出力がＯＦＦ 

[５] [０] [１] [０] 間  ０１制御出力がＯＮ 

[７] [０] [２] [＊]  ０２制御出力がＯＮ 

[８] [０] [２] [＃]  ０２制御出力がＯＦＦ 

[６] [０] [２] [０] 間  ０２制御出力がＯＮ 

: 

: 

: 

: 

: 

: 

[０] [７] [８] [＊]  ７８制御出力がＯＮ 

[＊] [７] [８] [＃]  ７８制御出力がＯＦＦ 

[９] [７] [８] [０] 間  ７８制御出力がＯＮ 

 

注）ボード№０以外でＯＮ／ＯＦＦ出力を取り出す場合はシリアル通信式リレーボードが必要ですが、リレーボードが無い

場合でも、内部的にＯＮ／ＯＦＦ制御や状態を調べることが可能です。 

リレーボード№は接続する順番で決まり、リレーボードは７枚まで接続が可能です。 

 

【表２－１３】 №Ｂにおけるチェックコード計算表 
№ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ ＊ ＃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ ＊ ＃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ １ 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ ＊ ＃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ １ ２ 

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ ＊ ＃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ １ ２ ３ 

４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ ＊ ＃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ １ ２ ３ ４ 

５ ６ ７ ８ ９ ０ ＊ ＃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ １ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ ０ ＊ ＃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

７ ８ ９ ０ ＊ ＃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

８ ９ ０ ＊ ＃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

９ ０ ＊ ＃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

０ ＊ ＃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ 

＊ ＃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ ＊ 

＃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ ＊ ＃ 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ ＊ ＃ Ａ 

Ｂ Ｃ Ｄ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ ＊ ＃ Ａ Ｂ 

Ｃ Ｄ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ ＊ ＃ Ａ Ｂ Ｃ 

Ｄ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ ０ ＊ ＃ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

OFF    ON     OFF 

    ON 

OFF    ON     OFF 

        OFF 

OFF    ON     OFF 

        ON     OFF 

OFF    ON     OFF 

変化しない 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

 

 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

 

ＤＴＭＦ信号入力 

対応する制御出力 

 

◆[＊]が入力された場合 

◆[＃]が入力された場合 

◆[０]が入力された場合 

◆[９]が入力された場合 



 

 

■ＳＷ４ №Ｃ （チェック動作）について 

暗証コードを使用せずＳＷ１に０１～０８制御出力、ＳＷ２に１１～１８制御出力、ＳＷ３に２１～２８制御出力の動作設定№

０～９を割り当てる動作です。 

このとき、コードスケルチ動作の１回路リレーは有効なＤＴＭＦ信号が入力されている間のみＯＮとなります。この設定に

関する各制御出力の動作については、ＳＷ４が№０～９と同じ動作になりますので対応する項を参照して下さい。 

仮にＳＷ１～ＳＷ３の何れかをＡ～Ｆとした場合は、他の動作も不確定となりますので避けて下さい。 

注）１１～１８、２１～２８制御出力には、シリアル通信式リレーボードが必要です。この設定で増設できるシリアル通信

式リレーボードは２枚までです。 

 

 

■ＳＷ４が №Ｄ （ＴＫ－９６９０併用、無線電話動作）について 

電話回線制御ユニット（ＴＫ－９６９０）と組み合わせてフォーンパッチ（無線電話）を行う動作です。 

この設定にすると、ＣＮ１、ＣＮ２は【表２－１４】、【表２－１５】に示す用途に変わり、ＳＷ４が№Ｆ（設定記憶動作）のデコー

ダー側ビットマップも【表２－１６】に示す用途（交互通話時のみ有効）に変わります。 

【表２－１７】に、０７、０８制御出力の動作を示します。 

０１～０６、１１～７８（ｘ９、ｘ０を除く）制御出力についてはＳＷ４が№９と同じ動作になります。 

操作方法については、ＳＷ４が№９の項を参照して下さい。 

無線機側から電話をかける場合、各制御出力は回線極性の反転を検出するまでは制御操作を受け付けません。これは

ダイヤル操作中に制御出力が動作してしまうことを防止するためのものです。 

 

【表２－１４】 ＣＮ１（８回路制御入力） 

№ 信号名 機     能 

１ ＤＣ５Ｖ出力  使用しません 

２ ８１制御入力  ＴＫ－９６９０の１０Ｐコネクタの№２に接続します  

３ ８２制御入力  ＴＫ－９６９０の１０Ｐコネクタの№３に接続します  

４ ８３制御入力  ＴＫ－９６９０の１０Ｐコネクタの№４に接続します  

５ ８４制御入力  ＴＫ－９６９０の１０Ｐコネクタの№５に接続します  

６ ８５制御入力  ＴＫ－９６９０の１０Ｐコネクタの№６に接続します  

７ ８６制御入力  ＴＫ－９６９０の１０Ｐコネクタの№７に接続します  

８ ８７制御入力  ＴＫ－９６９０の１０Ｐコネクタの№８に接続します  

９ ８８制御入力  ＴＫ－９６９０の１０Ｐコネクタの№９に接続します  

10 ＧＮＤ ＴＫ－９６９０の１０Ｐコネクタの№10 に接続します  

注）各制御入力はダイヤリングの為に使用されます。着信専用で使用される場合は接続する必要はありません。 

 

【表２－１５】 ＣＮ２（１回路リレー・４回路専用制御入力） 

№ 信号名 機     能 

１ リレーＢ接点  

２ リレーコモン  

３ リレーＡ接点  

暗証コードが一致するとＯＮとなり、ＣＮ２の№４（回線電流検出）が、３秒間  

ＯＦＦになるか、連続した ＃ を検出するとＯＦＦとなります 

ＴＫ－９６９０の７Ｐコネクタの№２・№３に、№２・№３を接続します  

４ 回線電流検出入力  ＴＫ－９６９０の７Ｐコネクタの№４に接続します  

５ 回線極性検出入力  ＴＫ－９６９０の７Ｐコネクタの№５に接続します  

６ Ｂｕｓｙ入力  無線機からＢｕｓｙ信号（アクティブＬＯＷ）を取り出し、接続します  

７ 音声信号検出入力  ＴＫ－９６９０の７Ｐコネクタの№７に接続します  

注）Ｂｕｓｙ入力は混信を避けるために接続しますが、同時通話で行う場合は接続しなくても一応動作します。 



 

 

【表２－１６】 アドレス№ １ Ｄ ビットマップ（デコーダー側のみ） 

データ№ ビット№ ＯＮ設定の場合 ＯＦＦ設定の場合 初期

４ １ 回線側の連続送信動作  回線側のＶＯＸ動作  ＯＦＦ 

４ ２ 無線機側の割り込み窓周期１秒  無線機側の割り込み窓周期５秒 ＯＦＦ 

４ ３ 割込み受付時間０．２秒、０．０５秒  割込み受付時間０．３秒、０．１秒 ＯＦＦ 

４ ４ 割込み受付時間０．１秒、０．０５秒  割込み受付時間０．３秒、０．２秒 ＯＦＦ 

注）ビット№ ３ 、 ４ は組み合わせにより、受け付け時間が決定されます。 

  

【表２－１７】 動作設定№Ａにおける制御出力の動作 

制御出力 動         作 

０７制御出力  
交互通話（シンプレックス）用の送信要求（ＰＴＴ）出力です 

交互通話で使用する場合に無線機のＰＴＴ入力端子に接続します  

０８制御出力  
同時通話（デュプレックス）用の送信要求（ＰＴＴ）出力です 

同時通話で使用する場合に無線機のＰＴＴ入力端子に接続します  

注）０７・０８制御出力は何れか一方のみを使用します。 

 

 

■ＳＷ４が №Ｅ （スクランブル動作）について 

毎回異なった暗証コード（本ユニット内で自動的に生成）で各制御出力のＯＮ／ＯＦＦ動作や、ＯＮ／ＯＦＦ状態を調べ

る（アンサーバック）、スクランブル動作です。この機能は、ＤＴＭＦ信号の送受信動作を行いますので、双方に本ユニッ

トを必要とし、それぞれＳＷ４が№Ｆ（設定記憶動作）にて、相手側暗証コード、乱数基準テーブルの設定を行い、ＳＷ４

が№Ｅ（スクランブル動作）にする必要があります。 

操作方法は、ＳＷ４が№９（マルチ動作）と同じです（ボード№０の省略は出来ません）。 

実際のＤＴＭＦ信号のやりとりは以下の例に示す様になっています。 

 

例）動作側の０３制御出力をＯＮする場合において双方のユニットが、 

    操作側暗証コードを ７ ５ ３ 

 動作側暗証コードを １ ２ ６ に設定している場合 

 

操作側の操作 操作側ＤＴＭＦ信号出力 向 動作側ＤＴＭＦ信号出力 

０ ３ ＊  １ ２ ６ → （動作側起動）  

 （４桁の乱数を基に暗証コードを計算） ← ？ ？ ？ ？ 

 ｘ ｘ ｘ ｘ ｃ ０ ３ ＊ → （０３制御出力ＯＮ）  

 （動作確認、再試行中止） ← ７ ５ ３  

注） ？ ： 乱数、  ｘ ： 乱数を基に計算した暗証コード、  ｃ ： チェックコード 

        通信が５秒間途絶えた場合、操作側は３回まで再試行を行います。 

 

 

 

■ＳＷ４が №Ｆ （設定記憶動作）について 

ＤＴＭＦエンコーダーを中心に各種設定記憶を行う動作です。この設定はＣＮ５のＤＴＭＦ信号入力とＣＮ１のどちらから

でも可能ですが、ＤＴＭＦ信号入力で設定する場合は、ＣＮ１にはなにも接続しないで下さい（この動作中ＣＮ１は強制

的にマトリクス入力になります）。思わぬ誤動作の原因になります。 

全ての操作は、最初に１回路リレーモニタ用発光ダイオードが点灯（未入力状態表示）していることが必要です。入力途

中で３秒間入力を中断すると未入力状態に復帰しますので、あらかじめ操作をメモしておいてから入力することをおす

すめします。以下に操作方法を示します。 

 



 

 

【表２－１８】に記憶領域のマップを示し、【表２－１９】にビット操作の動作を示します。 

対応するアドレスにデータを書き込む場合 ・・・・・・・・・・・・ [アドレス№] ＋ [データ数] ＋ [データ] 

アドレス№ [１] [Ｄ] の対応するビットをＯＮする場合 ・・・・  [９] ＋[データ№] ＋ [ビット№] ＋ [＊] 

アドレス№ [１] [Ｄ] の対応するビットをＯＦＦする場合 ・・・ [９] ＋[データ№] ＋ [ビット№] ＋ [＃] 

 

アドレス№ ： [０] [１] ～ [１] [Ｄ] （【表２－１８】を参照して下さい） 

データ数 ： [０] [０] ～ [２] [８] （最大２８桁までメモリが可能です） 

データ ： データ数で指定した桁数のデータ列 

データ№ ： [２] 、[４]  （[２]はエンコーダー設定、 [４]はデコーダー設定です） 

ビット№  ： [１] ～ [８] 

 

例１）マトリクス [５] キーに [０] [８] [２] [７] [２] [４] [１] [４] [４] [４] を登録する場合 

操作 ： [０] [５] [１] [０] [０] [８] [２] [７] [２] [４] [１] [４] [４] [４] 

例２）エンコーダーメモリ動作を設定する場合（データ№[２]  ビット№[１]をＯＮする） 

操作 ： [９] [２] [１] [＊] 

 

【表２－１８】ＥＥＰＲＯＭ（電気的消去可能な不揮発性メモリ）メモリマップ 

アドレス 用       途 

[０] [１] マトリクス時 [１] キー用エンコーダーメモリ、単独入力時ＣＮ１の№２のＯＦＦ状態メモリ  

[０] [２] マトリクス時 [２] キー用エンコーダーメモリ、単独入力時ＣＮ１の№３のＯＦＦ状態メモリ  

: 

: 

: 

: 

: 

: 

[０] [８] マトリクス時 [８] キー用エンコーダーメモリ、単独入力時ＣＮ１の№９のＯＦＦ状態メモリ  

[０] [９] マトリクス時 [９] キー用エンコーダーメモリ  

[０] [０] マトリクス時 [０] キー用エンコーダーメモリ  

[０] [＊] マトリクス時 [＊] キー用エンコーダーメモリ  

[０] [＃] マトリクス時 [＃] キー用エンコーダーメモリ  

[０] [Ａ] マトリクス時 [Ａ] キー用エンコーダーメモリ  

[０] [Ｂ] マトリクス時 [Ｂ] キー用エンコーダーメモリ  

[０] [Ｃ] マトリクス時 [Ｃ] キー用エンコーダーメモリ  

[０] [Ｄ] マトリクス時 [Ｄ] キー用エンコーダーメモリ  

[１] [１] 単独入力時ＣＮ１の№２のＯＮ状態メモリ  

[１] [２] 単独入力時ＣＮ１の№３のＯＮ状態メモリ  

: 

: 

: 

: 

: 

: 

[１] [８] 単独入力時ＣＮ１の№９のＯＮ状態メモリ  

[１] [９] 相手側暗証コードメモリ。スクランブル動作時のみ使用します  

[１] [０] 乱数基準テーブルメモリ。スクランブル動作時のみ使用します  

[１] [＊] 対応する制御入出力の状態を調べる（アンサーバック）時のＯＮ状態メモリ  

[１] [＃] 対応する制御入出力の状態を調べる（アンサーバック）時のＯＦＦ状態メモリ  

[１] [Ａ] アナログ電圧検出範囲メモリ。Ａ／Ｄコンバータ入力設定時のみ有効です  

[１] [Ｂ] 使用していません 

[１] [Ｃ] オールクリア延長時間メモリ。タイマー動作設定時のみ有効です  

[１] [Ｄ] 各種動作指定メモリ。初期化以外に使用しないで下さい。通常はビット操作で変更します  

 



 

 

【表２－１９】アドレス№ [１] [Ｄ] ビットマップ 

データ№ ビット№ ＯＮ設定の場合 ＯＦＦ設定の場合 初期 

[２] [１] エンコーダーメモリ動作  エンコーダーダイレクト動作  ＯＦＦ 

[２] [２] 制御入力マトリクス入力動作  制御入力単独入力動作  ＯＦＦ 

[２] [３] １～４制御入力Ａ／Ｄコンバータ入力  全制御入力ロジック入力 ＯＦＦ 

[２] [４] 制御入力状態自動アンサーバック動作 制御入力状態手動アンサーバック動作 ＯＦＦ 

[２] [５] エンコーダーウエイト動作  エンコーダーノーウエイト動作  ＯＦＦ 

[２] [６] Ｂｕｓｙ入力ウエイト１秒  Ｂｕｓｙ入力ウエイト０．２秒  ＯＦＦ 

[２] [７] ＤＴＭＦ信号送信ウエイト１秒  ＤＴＭＦ信号送信ウエイト０．２秒 ＯＦＦ 

[２] [８] ＤＴＭＦ信号高速送信動作  ＤＴＭＦ信号標準送信動作  ＯＦＦ 

[４] [１] 暗証コード動作  コードスケルチ動作  ＯＦＦ 

[４] [２] オールクリア延長タイマー動作  オールクリア瞬時動作  ＯＦＦ 

[４] [３] ８１～８４制御入力状態入力動作  ８１～８４制御入力クリア入力動作 ＯＦＦ 

[４] [４] ８５～８８制御入力状態入力動作  ８５～８８制御入力クリア入力動作 ＯＦＦ 

注） データ№[２] ビット№[２] の制御入力マトリクス入力動作選択時、データ№[２] ビット№[３] は無効となります。 

データ№[２] ビット№[５] のエンコーダーノーウエイト動作選択時、データ№[２] ビット№[６]及びデータ№[２] 

ビット№[７]は無効となります。 

 

 

◆初期化について 

本ユニットはメモリのオールリセットが出来ない様になっています。以下に出荷時の設定に戻す場合の操作手順を示しま

す。 

なお表記では見やすいようにスペースや改行を加えていますが、すべて連続して操作してください。 

  初期化手順  ： [ １ ] [Ｄ] [０ ] [６ ]  [Ｄ] [Ｄ ] [Ｃ] [Ｄ] [Ｄ ] [Ｄ]   

[ ０ ] [１ ] [０ ] [０ ]  [ ０ ] [２ ] [０ ] [０ ]  [ ０ ] [３ ] [０ ] [０ ]  [ ０ ] [４ ] [０ ] [０ ]  [ ０ ] [５ ] [０ ] [０ ]  [ ０ ] [６ ] [０ ] [０ ]  

[ ０ ] [７ ] [０ ] [０ ]  [ ０ ] [８ ] [０ ] [０ ]  [ ０ ] [９ ] [０ ] [０ ]  [ ０ ] [０ ] [０ ] [０ ]  [ ０ ] [ * ] [０ ] [０ ]  [ ０ ] [ # ] [０ ] [０ ]  

[ ０ ] [A ] [０ ] [０ ]  [ ０ ] [B ] [０ ] [０ ]  [ ０ ] [C ] [０ ] [０ ]  [ ０ ] [D ] [０ ] [０ ]  [ １ ] [１ ] [０ ] [０ ]  [ １ ] [２ ] [０ ] [０ ]  

[ １ ] [３ ] [０ ] [０ ]  [ １ ] [４ ] [０ ] [０ ]  [ １ ] [５ ] [０ ] [０ ]  [ １ ] [６ ] [０ ] [０ ]  [ １ ] [７ ] [０ ] [０ ]  [ １ ] [８ ] [０ ] [０ ]  

[ １ ] [９ ] [０ ] [０ ]  [ １ ] [０ ] [０ ] [８ ]  [ ８ ] [４ ] [７ ] [５ ] [９ ] [６ ] [０ ] [０ ]  [１ ] [ * ] [０ ] [９ ]  

[ １ ] [７ ] [ * ] [１ ] [７ ] [ * ] [１ ] [７ ] [ * ]  [１ ] [ # ] [０ ] [９ ]  [ * ] [４ ] [１ ] [ * ] [４ ] [１ ] [ * ] [４ ] [１ ]  [１ ] [C ] [０ ] [４ ]  

[D ] [９ ] [９ ] [ * ]  



 

 

◆[１] [Ａ] アナログ電圧検出範囲メモリの設定について 

制御入力単独入力動作、１～４制御入力Ａ／Ｄコンバータ入力を設定すると８１～８４制御入力は電圧比較入力が可能

となります。 

ただし、予めアナログ電圧検出範囲メモリに各制御入力ごとの下限、上限、極性を設定しておく必要があります。以下に、

操作方法を示します。 

 

   操作： [１] [Ａ] [１] [８] [Ｄ] [極性] [８１下限上位] [８１下限下位] [８１上限上位] [８１上限下位] ・・・・・・・・・・・・・ 

[８４上限上位] [８４上限下位] 

 

   極性：入力電圧が下限と上限の間の場合を、ＯＮと判断するのかＯＦＦと判断するのかを設定します。 

【表２－２０】極性組み合わせを参照。 

 

   下限上位： 対応する制御入力の下限電圧を変換した上位コード 

   下限下位： 対応する制御入力の下限電圧を変換した下位コード 

   上限上位： 対応する制御入力の上限電圧を変換した上位コード 

   上限下位： 対応する制御入力の上限電圧を変換した下位コード 

 

   ※下限または上限電圧（Ｖ）の変換方法 

     ・８ビットデータ（０～２５５の値）にするため、５１２×Ｖ÷１３．３を計算し、これをＲとします。 

     ・Ｒ÷１６の商を計算し、【表２－２１】から、上位の値を求めます。 

     ・Ｒ÷１６の余りを計算し、【表２－２１】から、下位の値を求めます。 

 

【表２－２０】極性組み合わせ                           【表２-２１】１０進数→ＤＴＭＦ変換 

下限と上限の範囲内における判断 
極性 

８１ ８２ ８３ ８４ 
１０進数 ＤＴＭＦ 

[１] ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＮ ０ [Ｄ] 

[２] ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ １ [１] 

[３] ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ２ [２] 

[４] ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ３ [３] 

[５] ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ４ [４] 

[６] ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ５ [５] 

[７] ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ６ [６] 

[８] ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ７ [７] 

[９] ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ８ [８] 

[０] ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ９ [９] 

[＊] ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ １０ [０] 

[＃] ＯＮ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ １１ [＊] 

[Ａ] ＯＦＦ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ １２ [＃] 

[Ｂ] ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ １３ [Ａ] 

[Ｃ] ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ １４ [Ｂ] 

[Ｄ] ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 

 

１５ [Ｃ] 

 



 

 

◆ [１] [Ｃ] オールクリア延長時間メモリについて 

オールクリア延長タイマー動作を設定すると全出力強制クリア入力を最大２９９秒まで時間延長することが可能です 

ただし、予めオールクリア延長時間メモリに延長時間を設定しておく必要があります。 

以下に、操作方法及び設定例を示します。 

 

操作： [１] [Ｃ] [０] [４] [Ｄ] [タイマー上位] [タイマー中位] [タイマー下位] 

タイマー上位：延長時間の上位コード 

タイマー中位：延長時間の中位コード 

タイマー下位：延長時間の下位コード 

 

   ※延長時間（Ｔ）の変換方法 

     ・１２ビットデータ（０～４０９５の値）にするため、Ｔ÷０．０７３２を計算しこれをＲとします。 

     ・Ｒ÷２５６の商を計算し、【表２－２１】からタイマー上位の値を求めます。 

     ・Ｒ÷２５６の余りを計算し、これをＳとします。 

     ・Ｓ÷１６の商を計算し、【表２－２１】からタイマー中位の値を求めます。 

     ・Ｓ÷１６の余りを計算し、【表２－２１】からタイマー下位の値を求めます。 

 

設定例） 延長時間３分を設定する場は、１８０÷０．０７３２＝２４５９、２４５９÷２５６＝９余り１５５ 

      【表２－２１】から上位は ９ 、１５５÷１６＝９余り１１、 

      【表２－２１】から中位は ９ 、下位は ＊ となります。 

      従って、操作は、以下のようになります。 

      操作： [１] [Ｃ] [０] [４] [Ｄ] [９] [９] [＊] 

 

◆ [１] [０] 乱数基準テーブルメモリについて 

ＳＷ４が№Ｅ（スクランブル動作）を使用する場合、双方が同じ乱数テーブルを設定する必要があります。 

双方の暗証コードが正しく設定されてあっても、乱数基準テーブルメモリが一致していなければ動作は行われません 

以下に、操作方法を示します。 

 

操作： [１] [０] [０] [８] [乱数１] [乱数２] [乱数３] [乱数４] [乱数５] [乱数６] [乱数７] [乱数８] 

乱数１～８：適当なコード 



 

 

補足説明 
 
■ＣＮ３（８回路制御出力）について 

本ユニットの８回路制御出力は、トランジスタのオープンコレクタ出力になっています。 

各出力はクランプダイオードに接続されていますので、ダイオードコモンを負荷の電源に接続することによりリレー等の

誘導負荷を直接ドライブすることが可能です。 

以下に制御出力の等価回路を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＣＮ１（８回路制御入力）について 

本ユニットの８回路制御入力のロジックは、入力はＴＴＴレベルで出力はＣＭＯＳ（スリーステイト）レベルで動作するように

なっています。 

各入力は10KΩでＧＮＤにプルダウンされ短絡保護用に3.3KΩが直列に接続されています。したがってＴＴＬレベルより

若干レベルシフトします。 

動作設定により、マトリクス動作選択時のみＲＯＷスキャン出力として動作しますが、同時に入力のチェックも行っていま

すので外部コントローラーからのＲＯＷ・ＣＯＬパラレル信号も直接入力することが可能です。 

以下に制御入力の等価回路を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＣＮ２（４回路専用制御入力） 

本ユニットの４回路専用制御入力のロジックはＴＴＬレベルで動作するようになっています。 

各入力は 3.3KΩで 5V にプルアップされておりＧＮＤレベルにすることで動作します。 

以下に制御入力の等価回路を示します。 

 

 

内部回路へ 

ダイオードコモン 

制御出力 2.7KΩ 

7.2KΩ 
3KΩ 

制御入力 内部回路へ 
3.3KΩ 

10KΩ 

内部回路へ 専用制御入力 

39KΩ 

3.3KΩ 

5V 



 

 

 

■ＣＮ１（８回路制御入力）の配線について 

本ユニットの８回路制御入力は、単独動作とマトリクス動作を選択して使用するようになっています。 

・単独動作では外部から電圧を入力して使用します。 

・マトリクス動作ではＤＴＭＦ配列（4×4）のキーボードを接続して使用します。 

 

◇単独動作の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配線は 81、82 制御入力を示しています。83～88 制御入力も同様に配線して使用することが出来ます。 

 

◇マトリクス動作の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８１制御入力 

８２制御入力 



 

 

■自動着信ユニット（ＴＫ－９６９０）への接続 

入出力関係の接続は以下のように行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■電話回線への直接接続について 

入出力関係の接続は以下のように行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンデンサＣは直流分のカットと感度調整用として使用します。 

この方法は、ラインのインピーダンスが変化するため通常の会話が聞き取りにくくなる場合があります。確実に動作する

範囲でコンデンサＣの容量を小さくすることをおすすめします。 

暗証コードを使用しない

場合のみ配線します 

0.047～0.47μF 

600Ω:600Ω 

ｻｰｼﾞｱﾌﾞｿｰﾊﾞｰ 

ライン 



 

 

■有線接続した場合の設定について 

本ユニットを有線接続して使用する場合、出荷時の設定では動作しません。以下に設定方法を示します。 

 

・ＣＮ１にＤＴＭＦ配列のキーボードを接続します。キーボードを使用しない場合は無線機等からＤＴＭＦ信号を入力して

設定をします。誤動作を避けるためどちらか一方のコネクタは外して下さい。 

・ＳＷ４をＦにする ・・・・・・・・・ ＬＥＤが点灯する 

・[９] [２] [１] [＊] を入力 ・・ エンコーダメモリ動作選択 

・[９] [２] [４] [＊] を入力 ・・ 制御入力状態自動アンサーバック動作選択 

・[９] [２] [５] [＊] を入力 ・・ エンコーダウエイト動作選択 

・[９] [４] [１] [＊] を入力 ･･ 暗証コード動作選択 

・[９] [４] [３] [＊] を入力 ・・ ８１～８４制御入力状態入力動作選択 

・[９] [４] [４] [＊] を入力 ・・ ８５～８８制御入力状態入力動作選択 

・必要なエンコーダメモリを設定する。 例えば 

[０] [１] （ＯＦＦ状態メモリ）に [１] [２] [３] [＊] をメモリし、 

[１] [１] （ＯＮ状態メモリ）に  [１] [２] [３] [＃] をメモリする場合 

[０] [１] [０] [４] [１] [２] [３] [＊] 

[１] [１] [０] [４] [１] [２] [３] [＃] を入力する 

 ・ＳＷ４を０にする ・・・・・・・・・・ ＬＥＤが消灯する 

 

■特定小電力無線機への接続 

無線機との入出力関係の接続は以下のようになっています。 

◇ケンウッドの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇アイコム・スタンダード・ヤエスの場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

φ2.5 (SP) 

φ3.5 (MIC) 

φ2.5 (MIC) 

φ3.5 (SP) 

100KΩ 

100KΩ 

1KΩ 

1KΩ 3.3μF 



 

 

■特定小電力無線機に接続した場合の設定について 

本ユニットを特・小無線機に接続して使用する場合、出荷時の設定では動作しません。以下に設定方法を示します。 

 

・ＣＮ１にＤＴＭＦ配列のキーボードを接続します。キーボードを使用しない場合は無線機等からＤＴＭＦ信号を入力して

設定をします。誤動作を避けるためどちらか一方のコネクタは外して下さい。 

・ＳＷ４をＦにする・・・・・・・・・・ＬＥＤが点灯する 

・[９] [２] [１] [＊] を入力・・・エンコーダメモリ動作選択 

・[９] [２] [４] [＊] を入力・・・制御入力状態自動アンサーバック動作選択 

・[９] [２] [５] [＊] を入力・・・エンコーダウエイト動作選択 

・[９] [２] [７] [＊] を入力・・・ＤＴＭＦ信号送信ウエイト 0.3 秒動作選択 

・[９] [４] [１] [＊] を入力・・・暗証コード動作選択 

・[９] [４] [３] [＊] を入力・・・８１～８４制御入力状態入力動作選択 

・[９] [４] [４] [＊] を入力・・・８５～８８制御入力状態入力動作選択 

・必要なエンコーダメモリを設定する。 例えば 

[０] [１] （ＯＦＦ状態メモリ）に [１] [２] [３] [＊] をメモリし、 

[１] [１] （ＯＮ状態メモリ）に  [１] [２] [３] [＃] をメモリする場合 

[０] [１] [０] [４] [１] [２] [３] [＊] 

[１] [１] [０] [４] [１] [２] [３] [＃] を入力する 

 ・ＳＷ４を０にする・・・・・・・・・・・ＬＥＤが消灯する 

 


